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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高(百万円) 35,587 20,636 72,070

経常利益(百万円) 4,572 2,743 10,715

四半期(当期)純利益(百万円) 2,597 1,530 6,304

純資産額(百万円) － 77,968 76,610

総資産額(百万円) － 95,049 92,981

１株当たり純資産額(円) － 2,037.84 2,003.87

１株当たり四半期(当期)純利益金

額(円)
67.91 40.01 165.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額(円)
67.74 39.92 164.51

自己資本比率(％) － 82.0 82.4

営業活動による

キャッシュ・フロー(百万円)
3,383 － 9,223

投資活動による

キャッシュ・フロー(百万円)
△12,654 － △1,577

財務活動による

キャッシュ・フロー(百万円)
△911 － △1,773

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高(百万円)
－ 9,761 19,975

従業員数(人) － 3,409 3,360

　(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　２　売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(１)連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数(人) 3,409  

　(注)　従業員数は、就業人員であります。

(２)提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数(人) 2,608  

　(注)　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(１)生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

ボイラー等販売事業 6,217

メンテナンス事業 709

合計 6,926

　　(注)１　金額は、製造原価により表示しております。

２　金額は、消費税等を含んでおりません。

(２)受注状況

　当第２四半期連結会計期間におけるボイラー等販売事業の受注状況を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

ボイラー等販売事業 1,997 6,624

　　(注)１　金額は、販売価格により表示しております。

２　金額は、消費税等を含んでおりません。

３　受注生産は、上記事業のうち、舶用ボイラー及び舶用機器のみであります。

(３)販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

ボイラー等販売事業 14,539

メンテナンス事業 6,096

合計 20,636

　　(注)１　金額は、消費税等を含んでおりません。

２　総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(１)業績の状況

当第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成９月30日)におけるわが国経済は、世界経済の減速やエネル

ギー・原材料価格高騰の影響を受けて、企業収益が減少したことにより、設備投資や個人消費が鈍化するなど、景気は

減速感が増してまいりました。

小型貫流ボイラー業界におきましては、地球温暖化防止策として二酸化炭素排出抑制に貢献するガス焚きボイラー

の需要が高まり、前年同期を上回る水準となりました。

このような状況の中で当社グループは、省エネルギーシステムや環境負荷の低減、新たな水処理システムの提案など

お客さまの課題にお応えするソリューション営業を積極的に展開し、業績の向上に努めてまいりました。メンテナンス

では、お客さまとの信頼関係をさらに強化するため、「ベストパートナー戦略」を推進し、テクノサービスの提供に努

めてまいりました。また、グローバルな事業展開を強化するため、新製品開発投資や北米及び東南アジアでの製造、販売

・メンテナンス体制の再構築を積極的に実施してまいりました。

当第２四半期連結会計期間の連結業績につきましては、主力の小型ボイラーが伸長し、舶用補助ボイラーやメンテナ

ンスも順調に推移したことにより、売上高は206億３千６百万円と前年同期(191億４千９百万円)と比べ7.8％増となり

ました。

利益面につきましては、韓国及びカナダの通貨安による海外連結子会社の業績悪化や原材料費、年金費用の増加など

により、営業利益は28億７百万円と前年同期(29億２千５百万円)と比べ3.8％減、経常利益は金銭信託の運用損失の計上

に伴い27億４千３百万円と前年同期(30億２千万円)と比べ8.9％減となり、四半期純利益は15億３千万円と前年同期(17

億７千６百万円)と比べ13.9％減となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①ボイラー等販売事業

小型貫流ボイラー及び関連機器は、韓国では、景気減速の影響を受けて、設備投資が伸び悩んだことにより減収と

なりましたが、国内においては、二酸化炭素排出抑制に貢献する主力のガス焚きボイラーが増加し、電気・機械や食

品業界向けなどが伸びましたので、増収となりました。水管ボイラーは、コージェネ用排熱回収ボイラーがエネル

ギー価格高騰の影響を受け、減少しましたが、舶用補助ボイラーが新造船需要の拡大を背景に売上を伸ばしましたの

で、増収となりました。冷熱機器は、食品機械が微増となりましたが、医療用滅菌器が低調となりましたので、減収と

なりました。水処理装置及びボイラー用薬品は、ボイラー用薬品が環境に配慮した無薬品化の推進により前年同期並

となりましたが、水処理装置が伸長しましたので、増収となりました。この結果、売上高は145億３千９百万円と前年

同期(132億６千６百万円)と比べ9.6％増となりました。

②メンテナンス事業

メンテナンスにおきましては、引き続き「ベストパートナー戦略」を推進し、お客さまへのサービス強化などに取

り組み、メンテナンス契約の受注確保に努めたことにより、ＺＭＰ(３年間有償保守管理)契約や部品売上が順調に推

移しました。また、水管ボイラーや冷熱機器のメンテナンス売上も底堅く推移しましたので、売上高は60億９千６百

万円と前年同期(58億８千３百万円)と比べ3.6％増となりました。

　(２)財政状態及びキャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末に比べ20億６千７百万

円増加し、950億４千９百万円となりました。これは主に有価証券が増加したことによるものであります。負債は、主に

前受金や賞与引当金が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ７億９百万円増加し、170億８千万円となりまし

た。純資産は、前連結会計年度末に比べ13億５千７百万円増加し、779億６千８百万円となりました。この結果、自己資本

比率は82.0％となりました。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べ102億１千４百万円減

少し、97億６千１百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益27億３千８百万円の計上に対し、賞与引当金増加

の影響もあり、第１四半期連結会計期間より30億７千４百万円増加し、第２四半期連結累計期間末では33億８千３百万

円を確保しました。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に譲渡性預金の運用により、第２四半期連結会計期間では115億２千８百

万円支出が増加し、第２四半期連結累計期間末では126億５千４百万円の支出となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、第２四半期連結会計期間中の大きな変動はなく、第２四半期連結累計期間末

では配当金の支払により９億１千１百万円の支出となりました。

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は「株式会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」については、定

めておりません。

(４)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、４億５千７百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(１)主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(２)設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成20年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,763,704 41,763,704

東京証券取引所

(市場第一部)

大阪証券取引所

(市場第一部)

－

計 41,763,704 41,763,704 － －

　　(注)　提出日現在の発行数には、平成20年11月１日からこの第２四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

(２)【新株予約権等の状況】

　当社は、平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき新株予約権を発行しております。

　
第２四半期会計期間末現在

(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 2,228

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 222,800　(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1,440　(注)２

新株予約権の行使期間
平成17年７月１日～

平成23年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　1,440

資本組入額　　　720

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　　(注)１　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただし、か

かる調整は、本新株予約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的たる株式の数につい

てのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てる。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率
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２　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額(以下「行使価額」

という)を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割または併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合(新株予約権の行使による場

合を除く)は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記算式中の「既発行株式数」は、当社が保有する自己株式の数を除く。また、自己株式の処分を行う

場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

３　新株予約権の行使の条件

(１)新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても当社または当社子会社の取締役、監査役または従業

員の地位にあることを要する。ただし、会社都合によりその地位を失った場合、その他正当な理由のある場

合には、下記(４)に規定する新株予約権割当契約に定めるところにより、権利行使できるものとする。

(２)新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができる。ただし、下記(４)に

規定する新株予約権割当契約に定める条件による。

(３)新株予約権の質入その他の処分は認めない。

(４)その他の条件は、平成15年６月26日開催の第45回定時株主総会決議及び平成15年８月６日開催の取締役会

決議に基づき、当社と対象取締役、常勤監査役及び従業員との間で締結する「新株予約権割当契約」に定

める。

(３)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(４)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(千株)

発行済株式
総数残高

(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額

(百万円)

資本準備金
残高(百万円)

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
― 41,763 ― 9,544 ― 10,031
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(５)【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 3,413 8.17

ノーザン　トラスト　カンパニー

（エイブイエフシー）サブ　アカ

ウント　アメリカン　クライアント

（常任代理人　香港上海銀行　東京

支店）

50 Bank Street Canary Wh

arf London E14 5NT,UK

（東京都中央区日本橋３丁目１１番１号）

2,239 5.36

株式会社伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町１番地 1,776 4.25

株式会社愛媛銀行　 愛媛県松山市勝山町２丁目１番地　 1,701 4.07

株式会社ミウラ 愛媛県松山市衣山３丁目３番１号 1,400 3.35

全国共済農業協同組合連合会 東京都千代田区平河町２丁目７番９号 1,389 3.33

ノーザン　トラスト　カンパニー

（エイブイエフシー）サブ　アカ

ウント　ブリティッシュ　クライア

ント

（常任代理人　香港上海銀行　東京

支店）

50 Bank Street Canary Wh

arf London E14 5NT,UK

 

（東京都中央区日本橋３丁目１１番１号）

1,127 2.70

三浦工業従業員持株会 愛媛県松山市堀江町７番地 1,071 2.57

愛媛県 愛媛県松山市一番町４丁目４番２号 1,000 2.39

財団法人三浦教育振興財団 愛媛県松山市本町２丁目１番２１号 1,000 2.39

計 － 16,120 38.60

(注)１　シルチェスター・インターナショナル・インベスターズ・リミテッドから、平成20年11月５日付の大量保有報告

書の写しの送付があり、平成20年10月30日現在で2,951千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社

として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には

含めておりません。

なお、シルチェスター・インターナショナル・インベスターズ・リミテッドの大量保有報告書の写しの内容は

以下のとおりであります。

大量保有者 シルチェスター・インターナショナル・インベスターズ・リミテッド

住所
英国ロンドン　ダブリュー１ジェイ　６ティーエル、ブルトン　ストリート１、タイム

　アンド　ライフ　ビル５階

保有株券等の数 株式　2,951,800株

株券等保有割合 7.07％

２　当社は自己株式3,513千株を保有しておりますが、当該株式には議決権がないため、上記の大株主から除いており

ます。 
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(６)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 3,513,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式38,218,700 382,187 ―

単元未満株式 普通株式    32,004 ―
一単元(100株)未満の

株式

発行済株式総数 41,763,704 ― ―

総株主の議決権 ― 382,187 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

　

　

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義

所有株式数(株)
他人名義

所有株式数(株)

所有株式数
の合計

(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

三浦工業株式会社

愛媛県松山市堀江

町７番地
3,513,000 ― 3,513,000 8.41

計 ― 3,513,000 ― 3,513,000 8.41

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 2,710 2,745 2,615 2,530 2,500 2,640

最低(円) 2,225 2,480 2,420 2,205 2,260 2,115

　(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人トーマツ及びえひめ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,793 11,725

受取手形及び売掛金 20,803 20,164

有価証券 14,400 9,399

金銭の信託 2,441 2,632

商品 65 235

製品 2,122 1,844

半製品 417 360

原材料 2,815 2,608

仕掛品 1,690 1,382

貯蔵品 394 408

繰延税金資産 1,427 1,445

その他 1,482 1,541

貸倒引当金 △93 △128

流動資産合計 54,760 53,620

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 12,135

※2
 12,326

機械装置及び運搬具（純額） 4,758 4,917

土地 ※2
 9,479

※2
 8,939

建設仮勘定 441 448

その他（純額） 1,113 1,197

有形固定資産合計 ※1
 27,928

※1
 27,829

無形固定資産 560 481

投資その他の資産

投資有価証券 6,185 5,702

その他 5,851 5,568

貸倒引当金 △237 △220

投資その他の資産合計 11,799 11,050

固定資産合計 40,288 39,361

資産合計 95,049 92,981
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,208 2,088

短期借入金 － 50

未払法人税等 2,051 1,579

前受金 4,700 4,372

製品保証引当金 445 458

賞与引当金 2,347 1,743

その他 3,690 4,277

流動負債合計 15,444 14,569

固定負債

長期借入金 50 －

繰延税金負債 915 933

退職給付引当金 218 207

役員退職慰労引当金 432 638

その他 19 21

固定負債合計 1,636 1,801

負債合計 17,080 16,371

純資産の部

株主資本

資本金 9,544 9,544

資本剰余金 10,090 10,093

利益剰余金 64,188 62,547

自己株式 △5,341 △5,387

株主資本合計 78,482 76,796

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17 53

為替換算調整勘定 △551 △262

評価・換算差額等合計 △533 △209

少数株主持分 19 24

純資産合計 77,968 76,610

負債純資産合計 95,049 92,981
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 35,587

売上原価 20,252

売上総利益 15,335

販売費及び一般管理費 ※
 11,163

営業利益 4,172

営業外収益

受取利息 110

受取賃貸料 190

為替差益 12

その他 279

営業外収益合計 592

営業外費用

支払利息 0

金銭の信託運用損 183

その他 8

営業外費用合計 192

経常利益 4,572

特別利益

固定資産売却益 1

貸倒引当金戻入額 32

事業譲渡益 27

特別利益合計 61

特別損失

固定資産除却損 23

特別損失合計 23

税金等調整前四半期純利益 4,610

法人税、住民税及び事業税 2,012

法人税等調整額 1

法人税等合計 2,014

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 2,597
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 20,636

売上原価 12,037

売上総利益 8,598

販売費及び一般管理費 ※
 5,791

営業利益 2,807

営業外収益

受取利息 63

受取賃貸料 95

その他 100

営業外収益合計 259

営業外費用

支払利息 0

金銭の信託運用損 258

為替差損 58

その他 6

営業外費用合計 323

経常利益 2,743

特別利益

固定資産売却益 1

事業譲渡益 4

特別利益合計 6

特別損失

固定資産除却損 11

特別損失合計 11

税金等調整前四半期純利益 2,738

法人税、住民税及び事業税 1,182

法人税等調整額 25

法人税等合計 1,208

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 1,530
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,610

減価償却費 1,202

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4

賞与引当金の増減額（△は減少） 604

受取利息及び受取配当金 △176

支払利息 0

金銭の信託の運用損益(△は運用益) 183

為替差損益（△は益） △0

有形固定資産除売却損益（△は益） 21

売上債権の増減額（△は増加） △762

たな卸資産の増減額（△は増加） △783

仕入債務の増減額（△は減少） 224

その他 △368

小計 4,751

利息及び配当金の受取額 162

利息の支払額 △0

法人税等の支払額 △1,529

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,383

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,187

定期預金の払戻による収入 1,175

貸付けによる支出 △364

貸付金の回収による収入 364

有価証券の取得による支出 △10,500

投資有価証券の取得による支出 △2

関係会社出資金の払込による支出 △242

有形固定資産の取得による支出 △1,418

有形固定資産の売却による収入 9

その他 △488

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,654

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50

長期借入れによる収入 50

自己株式の取得による支出 △2

自己株式の売却による収入 46

配当金の支払額 △955

財務活動によるキャッシュ・フロー △911

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,214

現金及び現金同等物の期首残高 19,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,761
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関する事項の

変更

(１)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、株式会社

三浦プロテック及び三浦インターナショ

ナル株式会社は当社に吸収合併されたこ

とにより消滅したため連結の範囲から除

外しております。

非連結子会社は、第１四半期連結会計期

間より株式会社ミウラ・エス・エーを子

会社化し、また、米国にミウラマニファク

チャリングアメリカ・カンパニー・リミ

テッド、シンガポールにミウラサウス

イーストアジア・プライベート・リミ

テッドを設立しましたが、いずれも小規

模であり、合計の総資産、売上高、四半期

純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金

(持分に見合う額)はいずれも四半期連結

財務諸表に重要な影響を及ぼしていない

ため、連結の範囲から除外しております。

(２)変更後の連結子会社の数

　　９社

２　会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産

の評価に関する会計基準」(企業会計基準

第９号)を適用し、棚卸資産の評価基準に

ついて、収益性が低下した場合は正味売

却価額まで簿価を切下げる方法に変更し

ております。

当第２四半期連結累計期間におきまして

は、収益性の低下が明らかな棚卸資産が

認められなかったため、この変更に伴う

影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

棚卸資産の評価方法 棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収

益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方

法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

税金費用計算 税金費用につきましては、当第２四半期連

結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

なお、国内子会社は法定実効税率をベース

とした簡便な方法を採用しております。

EDINET提出書類

三浦工業株式会社(E01478)

四半期報告書

19/26



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は18,330百万円であ

ります。

　

２　担保資産及び担保付債務

前連結会計年度において、担保に供していた工場財

団は解消し、担保に供している資産はありません。

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は17,530百万円であ

ります。

　

２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

工場財団 　 　

建物 1,169百万円

土地 903百万円

計 2,073百万円

　上記に対応する債務

該当ありません 　 　

(四半期連結損益計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 3,231百万円

退職給付費用 214百万円

役員退職給与引当金繰入額 37百万円

賞与引当金繰入額 952百万円

賃借料 929百万円

貸倒引当金繰入額 56百万円

減価償却費 360百万円

　

当第２四半期連結会計期間
　(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 1,598百万円

退職給付費用 109百万円

役員退職給与引当金繰入額 17百万円

賞与引当金繰入額 710百万円

賃借料 464百万円

貸倒引当金繰入額 22百万円

減価償却費 196百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　(平成20年９月30日現在)　

　

現金及び預金勘定 6,793百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △931百万円

有価証券勘定に含まれる運用期間が

３か月以内の短期投資

3,900百万円

現金及び現金同等物 9,761百万円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20

年９月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　    41,763千株

　

２　自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　 3,513千株

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(１)配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 955 25.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

(２)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

平成20年10月29日

取締役会
普通株式 利益剰余金 918 24.00 平成20年９月30日 平成20年11月25日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間　(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)

　
ボイラー等
販売事業
(百万円)

メンテナンス
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高      

(１)外部顧客に対する売上高 14,539 6,096 20,636 ― 20,636

(２)セグメント間の内部売上高又

は振替高
709 ― 709 (709) ―

計 15,248 6,096 21,345 (709) 20,636

営業利益 1,981 1,671 3,652 (845) 2,807

当第２四半期連結累計期間　(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

　
ボイラー等
販売事業
(百万円)

メンテナンス
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高      

(１)外部顧客に対する売上高 23,540 12,047 35,587 ― 35,587

(２)セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,396 ― 1,396 (1,396) ―

計 24,936 12,047 36,983 (1,396) 35,587

営業利益 2,429 3,580 6,010 (1,837) 4,172

　　(注)１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品・商品等

(１)ボイラー等販売事業　小型ボイラー、簡易ボイラー、熱媒ボイラー、温水ボイラー、温水ヒータ、舶用補助ボイ

ラー、コンポジットボイラー、排熱ボイラー、滅菌器、冷水機、真空冷却機、ろ過装置、

純水装置、軟水器、脱酸素装置、移送ポンプ、ボイラー管理装置、舶用造水器、蒸気調

理機、廃油焼却炉、鉄構物、ボイラー用薬品、自社製品リース等

(２)メンテナンス事業　　ＺＭＰ(３年間有償保守管理)契約、有償メンテナンス、技術指導、メンテナンス・リー

ス、ダイオキシン類測定分析等
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自平成20年４

月１日　至平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合がいずれも90％を超えて

いるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)

　 アジア 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,467 364 1 1,833

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 20,636

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合

(％)
7.1 1.8 0.0 8.9

当第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

　 アジア 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,829 664 4 3,498

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 35,587

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合

(％)
7.9 1.9 0.0 9.8

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(１)アジア………韓国、中国、台湾、インドネシア、タイ

(２)北　米………カナダ、アメリカ

(３)その他………ドイツ、オランダ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 2,037.84円 １株当たり純資産額 2,003.87円

２　１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
　(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 67.91円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
67.74円

１株当たり四半期純利益金額 40.01円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
39.92円

　　(注)　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　
当第２四半期連結累計期間
　(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
　(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益(百万円) 2,597 1,530

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,597 1,530

期中平均株式数(千株) 38,240 38,247

　   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 96 88

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　────── 　──────

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
　(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成20年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額 918百万円

(ロ) １株当たりの金額 24円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月25日

(注)　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

三浦工業株式会社

取　締　役　会　　御　中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近　藤　敏　博　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　原　晃　生　　印

えひめ監査法人　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 丸　木　公　介　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　伯　直　輝　　印

私ども監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三浦工業株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私ども監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私ども監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私ども監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三浦工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と私ども監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　(注)１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提
出会社)が別途保管しております。

　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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